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⑵
地
方
自
治
体
支
援

　
「
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
議
等
の
協
議
会

で
意
見
交
換
し
、要
望
が
あ
れ
ば
直
轄
代
行

を
検
討
す
る
」と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

⑶
簡
易
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
を
採
用
し
た

　

直
轄
橋
梁
の
一
括
発
注

　

簡
易
E
C
I
方
式
に
つ
い
て
、
勉
強
会
な

ど
で
審
議
し
て
い
き
た
い
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。ま
た
、「
橋
梁
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」の
活

用
に
つ
い
て
は
、好
意
的
な
意
見
が
多
か
っ
た
。

高
速
道
路
株
式
会
社
と
の

意
見
交
換
会

　
Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、 

9
月
か
ら
11
月
に
か

け
東
日
本
、中
日
本
、西
日
本
の
高
速
道
路

株
式
会
社
３
社
と
、
ウ
ェ
ブ
形
式
あ
る
い
は

人
数
を
制
限
し
た
対
面
形
式
で
意
見
交
換

会
を
開
催
し
、「
年
度
工
事
量
の
安
定
的
な

確
保
」、「
働
き
方
改
革
の
推
進（
週
休
2
日

取
得
状
況
の
検
証
と
課
題
）」「
生
産
性
向

上
の
推
進
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

　

大
規
模
更
新
事
業
、
4
車
線
・
6
車
線

化
事
業
等
な
ど
今
後
も
多
く
の
工
事
が
あ

り
、
引
き
続
き
P
C
建
協
の
対
応
を
お
願

い
し
た
い
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。地
域

拠
点
確
保
の
た
め
の
年
度
工
事
量
の
確
保

♯008令
和
２
年
度
意
見
交
換
会
の
報
告

国
土
交
通
省
道
路
局
、

地
方
整
備
局
等
と
の
意
見
交
換
会

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、
8
月
21
日
に
国
土
交

通
省
道
路
局
、
9
月
か
ら
11
月
に
か
け
て

は
、各
地
方
整
備
局
、北
海
道
開
発
局
、お

よ
び
沖
縄
総
合
事
務
局
と
の
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。今
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
を
目
的
に
、

ウ
ェ
ブ
形
式
あ
る
い
は
人
数
を
制
限
し
た

対
面
形
式
で
の
開
催
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
は
、「
年
度
工
事
量
の
安

定
的
な
確
保
」、「
働
き
方
改
革
の
推
進（
総

労
働
時
間
削
減
へ
の
対
応
）」「
生
産
性
向

上
の
推
進
」「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
へ
の
対

応
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
提
案
し
、意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

　
す
べ
て
の
整
備
局
等
か
ら
中
長
期
の
事
業

計
画
に
関
す
る
情
報
提
供
が
あ
っ
た
。「
事

業
の
進
捗
状
況
な
ど
に
よ
り
年
度
ご
と
の

発
注
量
に
差
が
あ
る
こ
と
は
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
」
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。地
域
拠
点

の
確
保
と
若
手
技
術
者
の
地
元
志
向
に
応

え
る
た
め
に
は
、
各
地
域
で
の
年
度
工
事
量

の
安
定
的
確
保
と
平
準
化
が
重
要
で
あ
る

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
。

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

　
い
ず
れ
の
整
備
局
に
お
い
て
も
、
原
則
全

て
の
工
事
に
お
い
て
週
休
２
日
対
象
工
事
で

発
注
し
て
い
る
と
の
回
答
で
あ
り
、
週
休
２

日
交
替
制
モ
デ
ル
工
事
を
試
行
し
て
い
る

整
備
局
も
あ
っ
た
。工
期
設
定
支
援
シ
ス
テ

ム
の
運
用
や
工
程
表
開
示
、施
工
条
件
明
示

な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

の
回
答
が
多
か
っ
た
。

　

合
理
化
に
向
け
て
の
さ
ら
な
る
取
り
組

み
の
要
望
で
は
、
遠
隔
臨
場
の
モ
デ
ル
工
事

に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
工
事
書
類
の
ス
リ

ム
化
や
オ
ン
ラ
イ
ン
電
子
納
品
等
を
推
進

す
る
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

⑴
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進

　

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
の
有
効
性
に
つ
い
て
は

ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
設
計
要
領

等
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、「
橋
、
高
架
の

道
路
等
の
技
術
基
準
改
定
に
伴
う
設
計
要

領
検
討
委
員
会
」
の
結
果
に
併
せ
検
討
す

る
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

　

特
殊
車
両
の
通
行
手
続
き
に
関
わ
る
新

制
度
の
早
期
運
用
、
E
T
C
2
・
0
装
着

へ
の
助
成
の
要
望
に
つ
い
て
は
、「
本
省
へ

伝
え
る
」、「
電
子
デ
ー
タ
化
を
進
め
、手
続

き
日
数
の
さ
ら
な
る
短
縮
に
努
め
る
」
と

の
回
答
が
多
か
っ
た
。

⑵
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

　

新
技
術
導
入
促
進（
Ⅱ
）型
工
事
に
つ
い
て

は
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用
に
つ
い
て
は
、大
規
模

構
造
物
の
予
備
・
詳
細
設
計
、
並
び
に
前
工

程
で
作
成
し
た
成
果
品
が
あ
る
業
務
・
工

事
で
は
原
則
活
用
す
る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

４
．イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
へ
の
対
応

⑴
Ｐ
Ｃ
橋
補
修
工
事
に
お
け
る
Ｒ
ー
１
、

　

Ｒ
ー
２
方
式
の
発
注

　

P
C
建
協
が
提
案
す
る
方
式
に
つ
い
て
、

「
案
件
毎
に
検
討
す
る
」、「
国
土
交
通
省
直

轄
工
事
に
お
け
る
技
術
提
案
・
交
渉
方
式

の
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
じ
、
E
C
I
方

式
に
取
り
組
む
」と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

▲ 地方整備局との意見交換会の様子

に
つ
い
て
は
、ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
。

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

　

週
休
2
日
モ
デ
ル
工
事
の
導
入
を
進
め

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
原
則
す
べ
て
の
工

事
で
適
用
す
る
と
い
う
高
速
道
路
会
社
も

あ
っ
た
。工
程
表
の
開
示
や
必
要
経
費
の

発
注
者
負
担
に
つ
い
て
も
前
向
き
に
取
り

組
む
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

⑴
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進

　

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
ご
理

解
を
い
た
だ
い
て
お
り
、設
計
要
領
の
改
訂
に

併
せ
検
討
し
て
い
く
の
で
、
P
C
建
協
に
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

⑵
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

　

受
注
後
の
提
案
採
用
を
含
め
、
新
技
術

の
採
用
に
は
広
く
取
り
組
ん
で
い
る
と
の

回
答
が
多
か
っ
た
。

令
和
２
年
度「
優
秀
施
工
者
国
土
交

通
大
臣
顕
彰
」、「
青
年
優
秀
施
工

者
不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
」

　
令
和
２
年
10
月
２
日
、
優
秀
な
建
設
技

能
者
を
国
土
交
通
大
臣
が
顕
彰
す
る
、
令

和
２
年
度
「
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣

顕
彰（
建
設
マ
ス
タ
ー
）」「
青
年
優
秀
施
工

者
不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
（
建
設

ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
）」の
顕
彰
者
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。今
回
は
建
設
マ
ス
タ
ー

に
４
５
５
人
、
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー

に
１
０
９
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。Ｐ
Ｃ

建
協
か
ら
は
建
設
マ
ス
タ
ー
を
４
人
、
建

設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
を
２
人
推
薦
し
、

合
計
６
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

顕
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
建
設
マ
ス
タ
ー
】

㈱
鈴
木
組　
　
　
　
　

  

高
橋 

真
樹
氏

㈱
永
江
建
設
工
業　
　

  

町
田 

俊
広
氏

㈱
ト
ラ
ス
ト
工
業　
　

  

松
本 

光
正
氏

㈱
カ
イ
セ
イ　
　
　
　

  

山
口 

雄
一
氏

【
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
】

㈱
光
南              　

   

恒
次 

範
和
氏

ヘ
イ
セ
イ
ウ
イ
ン
グ
㈱  

矢
野 

敬
三
氏

令
和
２
年
度
道
路
功
労
者
表
彰

　
道
路
整
備
事
業
や
道
路
愛
護
・
美
化
保

全
な
ど
に
推
進
・
尽
力
し
た
団
体
・
個
人

を
対
象
と
し
た
日
本
道
路
協
会
「
令
和
２

年
年
度
道
路
功
労
者
」
が
こ
の
ほ
ど
発
表

さ
れ
、Ｐ
Ｃ
建
協
が
推
薦
し
た
３
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

第
29
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催

　
Ｐ
Ｃ
に
関
す
る
最
新
技
術
等
の
講
演
会

を
行
う
「
第
29
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム（
主
催
：
Ｐ
Ｃ
工
学
会
、
後
援
：
Ｐ
Ｃ
建

協
）」が
令
和
２
年
10
月
29
日
と
30
日
に
開

催
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
11
月
４

日
ま
で
視
聴
可
能
な
オ
ン
デ
マ
ン
ド
動
画

方
式
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
う
ち
Ｐ

Ｃ
建
協
は
「
既
設
Ｐ
Ｃ
橋
に
お
け
る
復
元

図
の
作
成
精
度
に
関
す
る
検
討
」
と
題
し
、

調
査
・
点
検
・
診
断
分
野
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
お
い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

現
場
見
学
会
開
催

　
Ｐ
Ｃ
建
協
支
部
が
主
催
す
る
現
場
見
学

会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
中
部
支
部
）

　

令
和
２
年
10
月
９
日
に
静
岡
県
小
山
町

の
新
東
名
柳
島
高
架
橋
の
工
事
現
場
で
中

部
地
方
整
備
局
浜
松
河
川
国
道
事
務
所
の

職
員
４
人
と
東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の

社
員
５
人
を
対
象
に
現
場
見
学
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

本
橋
は
橋
長
上
り
線
６
２
９
・
５
ｍ
Ｐ

Ｃ
６
径
間
、下
り
線
６
６
３
・
０
ｍ
Ｐ
Ｃ
７

径
間
、
有
効
幅
員
９
・
76
ｍ
の
連
続
波
形

鋼
板
ウ
ェ
ブ
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
（
片
持
架
設
。

大
口
径
深
礎
お
よ
び
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
ケ
ー

ソ
ン
基
礎
／
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱
）
で
す
。

当
日
は
事
業
概
要
や
施
工
工
程
な
ど
の
説

明
後
に
工
事
現
場
へ
案
内
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
状
況
な
ど
を
含

め
て
見
学
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

　
令
和
２
年
11
月
４
日
に
徳
島
県
徳
島
市

の
四
国
横
断
自
動
車
道
吉
野
川
大
橋
の
工
事

現
場
で
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
の
学
生
26

人
を
対
象
に
現
場
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
橋
は
橋
長
１
６
９
６
・
５
ｍ
、
有
効

幅
員
９
・
27
ｍ
、
最
大
支
間
１
３
０
ｍ
の

Ｐ
Ｃ
15
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
（
片

持
架
設
／
鹿
島
建
設
・
三
井
住
友
建
設
・

東
洋
建
設
Ｊ
Ｖ
）で
す
。

　

当
日
は
事
業
概
要
な
ど
の
説
明
後
に
工

事
現
場
を
見
学
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他

（
関
東
支
部
）

● 

９
月
29
日
（
茨
城
県
常
陸
太
田
市
・
国

道
２
９
３
号
仮
称
第
３
号
橋
）　

茨
城

県
職
員
22
人

● 

10
月
14
日
（
栃
木
県
真
岡
市
・
㈱
富
士

ピ
ー
・
エ
ス
関
東
工
場
）　

栃
木
県
職

員
14
人

（
四
国
支
部
）

● 

11
月
27
日
（
愛
媛
県
松
山
市
・
国
道
56

号
松
山
外
環
状
道
路
空
港
線
余
戸
南
第

３
高
架
橋
）　

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

協
会
な
ど
会
員
29
人
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PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

⑵
地
方
自
治
体
支
援

　
「
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
議
等
の
協
議
会

で
意
見
交
換
し
、要
望
が
あ
れ
ば
直
轄
代
行

を
検
討
す
る
」と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

⑶
簡
易
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
を
採
用
し
た

　

直
轄
橋
梁
の
一
括
発
注

　

簡
易
E
C
I
方
式
に
つ
い
て
、
勉
強
会
な

ど
で
審
議
し
て
い
き
た
い
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。ま
た
、「
橋
梁
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」の
活

用
に
つ
い
て
は
、好
意
的
な
意
見
が
多
か
っ
た
。

高
速
道
路
株
式
会
社
と
の

意
見
交
換
会

　
Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、 

9
月
か
ら
11
月
に
か

け
東
日
本
、中
日
本
、西
日
本
の
高
速
道
路

株
式
会
社
３
社
と
、
ウ
ェ
ブ
形
式
あ
る
い
は

人
数
を
制
限
し
た
対
面
形
式
で
意
見
交
換

会
を
開
催
し
、「
年
度
工
事
量
の
安
定
的
な

確
保
」、「
働
き
方
改
革
の
推
進（
週
休
2
日

取
得
状
況
の
検
証
と
課
題
）」「
生
産
性
向

上
の
推
進
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

　

大
規
模
更
新
事
業
、
4
車
線
・
6
車
線

化
事
業
等
な
ど
今
後
も
多
く
の
工
事
が
あ

り
、
引
き
続
き
P
C
建
協
の
対
応
を
お
願

い
し
た
い
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。地
域

拠
点
確
保
の
た
め
の
年
度
工
事
量
の
確
保

令
和
２
年
度
意
見
交
換
会
の
報
告

国
土
交
通
省
道
路
局
、

地
方
整
備
局
等
と
の
意
見
交
換
会

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、
8
月
21
日
に
国
土
交

通
省
道
路
局
、
9
月
か
ら
11
月
に
か
け
て

は
、各
地
方
整
備
局
、北
海
道
開
発
局
、お

よ
び
沖
縄
総
合
事
務
局
と
の
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。今
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
を
目
的
に
、

ウ
ェ
ブ
形
式
あ
る
い
は
人
数
を
制
限
し
た

対
面
形
式
で
の
開
催
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
は
、「
年
度
工
事
量
の
安

定
的
な
確
保
」、「
働
き
方
改
革
の
推
進（
総

労
働
時
間
削
減
へ
の
対
応
）」「
生
産
性
向

上
の
推
進
」「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
へ
の
対

応
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
提
案
し
、意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

　
す
べ
て
の
整
備
局
等
か
ら
中
長
期
の
事
業

計
画
に
関
す
る
情
報
提
供
が
あ
っ
た
。「
事

業
の
進
捗
状
況
な
ど
に
よ
り
年
度
ご
と
の

発
注
量
に
差
が
あ
る
こ
と
は
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
」
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。地
域
拠
点

の
確
保
と
若
手
技
術
者
の
地
元
志
向
に
応

え
る
た
め
に
は
、
各
地
域
で
の
年
度
工
事
量

の
安
定
的
確
保
と
平
準
化
が
重
要
で
あ
る

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
。

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

　
い
ず
れ
の
整
備
局
に
お
い
て
も
、
原
則
全

て
の
工
事
に
お
い
て
週
休
２
日
対
象
工
事
で

発
注
し
て
い
る
と
の
回
答
で
あ
り
、
週
休
２

日
交
替
制
モ
デ
ル
工
事
を
試
行
し
て
い
る

整
備
局
も
あ
っ
た
。工
期
設
定
支
援
シ
ス
テ

ム
の
運
用
や
工
程
表
開
示
、施
工
条
件
明
示

な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

の
回
答
が
多
か
っ
た
。

　

合
理
化
に
向
け
て
の
さ
ら
な
る
取
り
組

み
の
要
望
で
は
、
遠
隔
臨
場
の
モ
デ
ル
工
事

に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
工
事
書
類
の
ス
リ

ム
化
や
オ
ン
ラ
イ
ン
電
子
納
品
等
を
推
進

す
る
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

⑴
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進

　

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
の
有
効
性
に
つ
い
て
は

ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
設
計
要
領

等
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、「
橋
、
高
架
の

道
路
等
の
技
術
基
準
改
定
に
伴
う
設
計
要

領
検
討
委
員
会
」
の
結
果
に
併
せ
検
討
す

る
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

　

特
殊
車
両
の
通
行
手
続
き
に
関
わ
る
新

制
度
の
早
期
運
用
、
E
T
C
2
・
0
装
着

へ
の
助
成
の
要
望
に
つ
い
て
は
、「
本
省
へ

伝
え
る
」、「
電
子
デ
ー
タ
化
を
進
め
、手
続

き
日
数
の
さ
ら
な
る
短
縮
に
努
め
る
」
と

の
回
答
が
多
か
っ
た
。

⑵
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

　

新
技
術
導
入
促
進（
Ⅱ
）型
工
事
に
つ
い
て

は
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用
に
つ
い
て
は
、大
規
模

構
造
物
の
予
備
・
詳
細
設
計
、
並
び
に
前
工

程
で
作
成
し
た
成
果
品
が
あ
る
業
務
・
工

事
で
は
原
則
活
用
す
る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

４
．イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
へ
の
対
応

⑴
Ｐ
Ｃ
橋
補
修
工
事
に
お
け
る
Ｒ
ー
１
、

　

Ｒ
ー
２
方
式
の
発
注

　

P
C
建
協
が
提
案
す
る
方
式
に
つ
い
て
、

「
案
件
毎
に
検
討
す
る
」、「
国
土
交
通
省
直

轄
工
事
に
お
け
る
技
術
提
案
・
交
渉
方
式

の
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
じ
、
E
C
I
方

式
に
取
り
組
む
」と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

▲ 柳島高架橋の現場見学会

に
つ
い
て
は
、ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
。

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

　

週
休
2
日
モ
デ
ル
工
事
の
導
入
を
進
め

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
原
則
す
べ
て
の
工

事
で
適
用
す
る
と
い
う
高
速
道
路
会
社
も

あ
っ
た
。工
程
表
の
開
示
や
必
要
経
費
の

発
注
者
負
担
に
つ
い
て
も
前
向
き
に
取
り

組
む
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

⑴
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進

　

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
ご
理

解
を
い
た
だ
い
て
お
り
、設
計
要
領
の
改
訂
に

併
せ
検
討
し
て
い
く
の
で
、
P
C
建
協
に
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

⑵
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

　

受
注
後
の
提
案
採
用
を
含
め
、
新
技
術

の
採
用
に
は
広
く
取
り
組
ん
で
い
る
と
の

回
答
が
多
か
っ
た
。

令
和
２
年
度「
優
秀
施
工
者
国
土
交

通
大
臣
顕
彰
」、「
青
年
優
秀
施
工

者
不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
」

　
令
和
２
年
10
月
２
日
、
優
秀
な
建
設
技

能
者
を
国
土
交
通
大
臣
が
顕
彰
す
る
、
令

和
２
年
度
「
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣

顕
彰（
建
設
マ
ス
タ
ー
）」「
青
年
優
秀
施
工

者
不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
（
建
設

ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
）」の
顕
彰
者
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。今
回
は
建
設
マ
ス
タ
ー

に
４
５
５
人
、
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー

に
１
０
９
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。Ｐ
Ｃ

建
協
か
ら
は
建
設
マ
ス
タ
ー
を
４
人
、
建

設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
を
２
人
推
薦
し
、

合
計
６
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

顕
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
建
設
マ
ス
タ
ー
】

㈱
鈴
木
組　
　
　
　
　

  

高
橋 

真
樹
氏

㈱
永
江
建
設
工
業　
　

  

町
田 

俊
広
氏

㈱
ト
ラ
ス
ト
工
業　
　

  

松
本 

光
正
氏

㈱
カ
イ
セ
イ　
　
　
　

  

山
口 

雄
一
氏

【
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
】

㈱
光
南              　

   

恒
次 

範
和
氏

ヘ
イ
セ
イ
ウ
イ
ン
グ
㈱  

矢
野 

敬
三
氏

令
和
２
年
度
道
路
功
労
者
表
彰

　
道
路
整
備
事
業
や
道
路
愛
護
・
美
化
保

全
な
ど
に
推
進
・
尽
力
し
た
団
体
・
個
人

を
対
象
と
し
た
日
本
道
路
協
会
「
令
和
２

年
年
度
道
路
功
労
者
」
が
こ
の
ほ
ど
発
表

さ
れ
、Ｐ
Ｃ
建
協
が
推
薦
し
た
３
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

第
29
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催

　
Ｐ
Ｃ
に
関
す
る
最
新
技
術
等
の
講
演
会

を
行
う
「
第
29
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム（
主
催
：
Ｐ
Ｃ
工
学
会
、
後
援
：
Ｐ
Ｃ
建

協
）」が
令
和
２
年
10
月
29
日
と
30
日
に
開

催
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
11
月
４

日
ま
で
視
聴
可
能
な
オ
ン
デ
マ
ン
ド
動
画

方
式
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
う
ち
Ｐ

Ｃ
建
協
は
「
既
設
Ｐ
Ｃ
橋
に
お
け
る
復
元

図
の
作
成
精
度
に
関
す
る
検
討
」
と
題
し
、

調
査
・
点
検
・
診
断
分
野
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
お
い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

現
場
見
学
会
開
催

　
Ｐ
Ｃ
建
協
支
部
が
主
催
す
る
現
場
見
学

会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
中
部
支
部
）

　

令
和
２
年
10
月
９
日
に
静
岡
県
小
山
町

の
新
東
名
柳
島
高
架
橋
の
工
事
現
場
で
中

部
地
方
整
備
局
浜
松
河
川
国
道
事
務
所
の

職
員
４
人
と
東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の

社
員
５
人
を
対
象
に
現
場
見
学
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

本
橋
は
橋
長
上
り
線
６
２
９
・
５
ｍ
Ｐ

Ｃ
６
径
間
、下
り
線
６
６
３
・
０
ｍ
Ｐ
Ｃ
７

径
間
、
有
効
幅
員
９
・
76
ｍ
の
連
続
波
形

鋼
板
ウ
ェ
ブ
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
（
片
持
架
設
。

大
口
径
深
礎
お
よ
び
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
ケ
ー

ソ
ン
基
礎
／
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱
）
で
す
。

当
日
は
事
業
概
要
や
施
工
工
程
な
ど
の
説

明
後
に
工
事
現
場
へ
案
内
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
状
況
な
ど
を
含

め
て
見
学
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

　
令
和
２
年
11
月
４
日
に
徳
島
県
徳
島
市

の
四
国
横
断
自
動
車
道
吉
野
川
大
橋
の
工
事

現
場
で
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
の
学
生
26

人
を
対
象
に
現
場
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
橋
は
橋
長
１
６
９
６
・
５
ｍ
、
有
効

幅
員
９
・
27
ｍ
、
最
大
支
間
１
３
０
ｍ
の

Ｐ
Ｃ
15
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
（
片

持
架
設
／
鹿
島
建
設
・
三
井
住
友
建
設
・

東
洋
建
設
Ｊ
Ｖ
）で
す
。

　

当
日
は
事
業
概
要
な
ど
の
説
明
後
に
工

事
現
場
を
見
学
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他

（
関
東
支
部
）

● 

９
月
29
日
（
茨
城
県
常
陸
太
田
市
・
国

道
２
９
３
号
仮
称
第
３
号
橋
）　

茨
城

県
職
員
22
人

● 

10
月
14
日
（
栃
木
県
真
岡
市
・
㈱
富
士

ピ
ー
・
エ
ス
関
東
工
場
）　

栃
木
県
職

員
14
人

（
四
国
支
部
）

● 

11
月
27
日
（
愛
媛
県
松
山
市
・
国
道
56

号
松
山
外
環
状
道
路
空
港
線
余
戸
南
第

３
高
架
橋
）　

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

協
会
な
ど
会
員
29
人

（右上）
日本高圧コンクリート㈱
桜谷 忠史氏
（左上）
昭和コンクリート工業㈱ 
森 宏行氏
（左下）
極東興和㈱ 
近森 清文氏
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⑵
地
方
自
治
体
支
援

　
「
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
議
等
の
協
議
会

で
意
見
交
換
し
、要
望
が
あ
れ
ば
直
轄
代
行

を
検
討
す
る
」と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

⑶
簡
易
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
を
採
用
し
た

　

直
轄
橋
梁
の
一
括
発
注

　

簡
易
E
C
I
方
式
に
つ
い
て
、
勉
強
会
な

ど
で
審
議
し
て
い
き
た
い
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。ま
た
、「
橋
梁
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」の
活

用
に
つ
い
て
は
、好
意
的
な
意
見
が
多
か
っ
た
。

高
速
道
路
株
式
会
社
と
の

意
見
交
換
会

　
Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、 

9
月
か
ら
11
月
に
か

け
東
日
本
、中
日
本
、西
日
本
の
高
速
道
路

株
式
会
社
３
社
と
、
ウ
ェ
ブ
形
式
あ
る
い
は

人
数
を
制
限
し
た
対
面
形
式
で
意
見
交
換

会
を
開
催
し
、「
年
度
工
事
量
の
安
定
的
な

確
保
」、「
働
き
方
改
革
の
推
進（
週
休
2
日

取
得
状
況
の
検
証
と
課
題
）」「
生
産
性
向

上
の
推
進
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

　

大
規
模
更
新
事
業
、
4
車
線
・
6
車
線

化
事
業
等
な
ど
今
後
も
多
く
の
工
事
が
あ

り
、
引
き
続
き
P
C
建
協
の
対
応
を
お
願

い
し
た
い
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。地
域

拠
点
確
保
の
た
め
の
年
度
工
事
量
の
確
保

令
和
２
年
度
意
見
交
換
会
の
報
告

国
土
交
通
省
道
路
局
、

地
方
整
備
局
等
と
の
意
見
交
換
会

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、
8
月
21
日
に
国
土
交

通
省
道
路
局
、
9
月
か
ら
11
月
に
か
け
て

は
、各
地
方
整
備
局
、北
海
道
開
発
局
、お

よ
び
沖
縄
総
合
事
務
局
と
の
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。今
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
を
目
的
に
、

ウ
ェ
ブ
形
式
あ
る
い
は
人
数
を
制
限
し
た

対
面
形
式
で
の
開
催
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
は
、「
年
度
工
事
量
の
安

定
的
な
確
保
」、「
働
き
方
改
革
の
推
進（
総

労
働
時
間
削
減
へ
の
対
応
）」「
生
産
性
向

上
の
推
進
」「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
へ
の
対

応
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
提
案
し
、意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

　
す
べ
て
の
整
備
局
等
か
ら
中
長
期
の
事
業

計
画
に
関
す
る
情
報
提
供
が
あ
っ
た
。「
事

業
の
進
捗
状
況
な
ど
に
よ
り
年
度
ご
と
の

発
注
量
に
差
が
あ
る
こ
と
は
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
」
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。地
域
拠
点

の
確
保
と
若
手
技
術
者
の
地
元
志
向
に
応

え
る
た
め
に
は
、
各
地
域
で
の
年
度
工
事
量

の
安
定
的
確
保
と
平
準
化
が
重
要
で
あ
る

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
。

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

　
い
ず
れ
の
整
備
局
に
お
い
て
も
、
原
則
全

て
の
工
事
に
お
い
て
週
休
２
日
対
象
工
事
で

発
注
し
て
い
る
と
の
回
答
で
あ
り
、
週
休
２

日
交
替
制
モ
デ
ル
工
事
を
試
行
し
て
い
る

整
備
局
も
あ
っ
た
。工
期
設
定
支
援
シ
ス
テ

ム
の
運
用
や
工
程
表
開
示
、施
工
条
件
明
示

な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

の
回
答
が
多
か
っ
た
。

　

合
理
化
に
向
け
て
の
さ
ら
な
る
取
り
組

み
の
要
望
で
は
、
遠
隔
臨
場
の
モ
デ
ル
工
事

に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
工
事
書
類
の
ス
リ

ム
化
や
オ
ン
ラ
イ
ン
電
子
納
品
等
を
推
進

す
る
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

⑴
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進

　

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
の
有
効
性
に
つ
い
て
は

ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
設
計
要
領

等
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、「
橋
、
高
架
の

道
路
等
の
技
術
基
準
改
定
に
伴
う
設
計
要

領
検
討
委
員
会
」
の
結
果
に
併
せ
検
討
す

る
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

　

特
殊
車
両
の
通
行
手
続
き
に
関
わ
る
新

制
度
の
早
期
運
用
、
E
T
C
2
・
0
装
着

へ
の
助
成
の
要
望
に
つ
い
て
は
、「
本
省
へ

伝
え
る
」、「
電
子
デ
ー
タ
化
を
進
め
、手
続

き
日
数
の
さ
ら
な
る
短
縮
に
努
め
る
」
と

の
回
答
が
多
か
っ
た
。

⑵
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

　

新
技
術
導
入
促
進（
Ⅱ
）型
工
事
に
つ
い
て

は
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用
に
つ
い
て
は
、大
規
模

構
造
物
の
予
備
・
詳
細
設
計
、
並
び
に
前
工

程
で
作
成
し
た
成
果
品
が
あ
る
業
務
・
工

事
で
は
原
則
活
用
す
る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

４
．イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
へ
の
対
応

⑴
Ｐ
Ｃ
橋
補
修
工
事
に
お
け
る
Ｒ
ー
１
、

　

Ｒ
ー
２
方
式
の
発
注

　

P
C
建
協
が
提
案
す
る
方
式
に
つ
い
て
、

「
案
件
毎
に
検
討
す
る
」、「
国
土
交
通
省
直

轄
工
事
に
お
け
る
技
術
提
案
・
交
渉
方
式

の
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
じ
、
E
C
I
方

式
に
取
り
組
む
」と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
学
生
に
Ｐ
Ｃ
構
造
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
各
地

区
で
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

（
北
海
道
支
部
）

　
令
和
２
年
７
月
29
日
と
８
月
５
日
の
２
回

に
わ
た
っ
て
北
見
工
業
大
学
工
学
部
の
３
年

生
97
人
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。例
年
は
１
８
０
分
の
集
中
講
義

形
式
で
す
が
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

内
容
は
Ｐ
Ｃ
の
概
要
や
Ｐ
Ｃ
技
術
を
用

い
た
構
造
物
の
説
明
、
道
内
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
橋
の
紹
介
な
ど
で
し
た
。

（
中
国
支
部
）

　

令
和
２
年
10
月
30
日
、 

11
月
６
日
、
13

各
地
で
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
開
催

　

Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
東
北
支
部
）

　

令
和
２
年
10
月
16
日
に
宮
城
県
仙
台
市

の
東
北
大
学
青
葉
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
青
葉
記

念
会
館
で
行
わ
れ
た
「
第
４
回
イ
ン
フ
ラ
維

持
管
理
・
強
靱
化
セ
ミ
ナ
ー
（
主
催
：
東

北
建
設
業
協
会
連
合
会
）」に
お
い
て
、連
合

会
会
員
企
業
の
16
人
に
対
し
て「
Ｐ
Ｃ
構
造

物
の
特
徴
と
技
術
上
の
留
意
点
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

（
関
東
支
部
）

　

令
和
２
年
８
月
25
日
に
山
梨
県
、
９
月

５
日
に
長
野
県
を
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
に
よ
る
技
術
講
習
会
を
実
施
し
ま
し

た
。こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
講
習
会
は
通
常
形
式
の

教
室
で
の
座
学
と
同
様
、Ｐ
Ｃ
橋
の
基
本
・

概
要
、設
計
照
査
、施
工
管
理
、維
持
管
理

（
補
修
補
強
の
留
意
点
）
を
軸
と
し
た
内
容

の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

（
北
陸
支
部
）

　

令
和
２
年
11
月
に
「
わ
か
り
や
す
い
Ｐ

Ｃ
橋
の
施
工
技
術
研
究
会
（
主
催
：
Ｐ
Ｃ

建
協
）」
を
北
陸
の
２
会
場
で
開
催
し
ま

し
た
。
19
日
に
新
潟
県
新
潟
市
の
新
潟
県

に
つ
い
て
は
、ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
。

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

　

週
休
2
日
モ
デ
ル
工
事
の
導
入
を
進
め

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
原
則
す
べ
て
の
工

事
で
適
用
す
る
と
い
う
高
速
道
路
会
社
も

あ
っ
た
。工
程
表
の
開
示
や
必
要
経
費
の

発
注
者
負
担
に
つ
い
て
も
前
向
き
に
取
り

組
む
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

⑴
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進

　

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
ご
理

解
を
い
た
だ
い
て
お
り
、設
計
要
領
の
改
訂
に

併
せ
検
討
し
て
い
く
の
で
、
P
C
建
協
に
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

⑵
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

　

受
注
後
の
提
案
採
用
を
含
め
、
新
技
術

の
採
用
に
は
広
く
取
り
組
ん
で
い
る
と
の

回
答
が
多
か
っ
た
。

令
和
２
年
度「
優
秀
施
工
者
国
土
交

通
大
臣
顕
彰
」、「
青
年
優
秀
施
工

者
不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
」

　
令
和
２
年
10
月
２
日
、
優
秀
な
建
設
技

能
者
を
国
土
交
通
大
臣
が
顕
彰
す
る
、
令

和
２
年
度
「
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣

顕
彰（
建
設
マ
ス
タ
ー
）」「
青
年
優
秀
施
工

者
不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
（
建
設

ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
）」の
顕
彰
者
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。今
回
は
建
設
マ
ス
タ
ー

に
４
５
５
人
、
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー

に
１
０
９
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。Ｐ
Ｃ

建
協
か
ら
は
建
設
マ
ス
タ
ー
を
４
人
、
建

設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
を
２
人
推
薦
し
、

合
計
６
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

顕
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
建
設
マ
ス
タ
ー
】

㈱
鈴
木
組　
　
　
　
　

  

高
橋 

真
樹
氏

㈱
永
江
建
設
工
業　
　

  

町
田 

俊
広
氏

㈱
ト
ラ
ス
ト
工
業　
　

  

松
本 

光
正
氏

㈱
カ
イ
セ
イ　
　
　
　

  

山
口 

雄
一
氏

【
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
】

㈱
光
南              　

   

恒
次 

範
和
氏

ヘ
イ
セ
イ
ウ
イ
ン
グ
㈱  

矢
野 

敬
三
氏

令
和
２
年
度
道
路
功
労
者
表
彰

　
道
路
整
備
事
業
や
道
路
愛
護
・
美
化
保

全
な
ど
に
推
進
・
尽
力
し
た
団
体
・
個
人

自
治
会
館
で
行
っ
た
新
潟
会
場
に
は
北
陸

地
方
整
備
局
や
地
方
自
治
体
職
員
な
ど
32

人
、
26
日
の
富
山
県
富
山
市
の
富
山
県
民

会
館
で
の
富
山
会
場
に
は
10
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

研
究
会
で
は
Ｐ
Ｃ
の
基
本
と
特
長
（
優

位
性
）、Ｐ
Ｃ
橋
の
分
類
と
架
設
工
法
、
施

工
時
の
工
程
管
理
手
法
、
生
産
性
と
品
質

の
向
上
に
向
け
た
工
夫
、
維
持
管
理
や
安

全
管
理
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
写
真

や
図
を
交
え
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

し
た
。

　

令
和
２
年
８
月
以
降
に
実
施
さ
れ
た
Ｐ

を
対
象
と
し
た
日
本
道
路
協
会
「
令
和
２

年
年
度
道
路
功
労
者
」
が
こ
の
ほ
ど
発
表

さ
れ
、Ｐ
Ｃ
建
協
が
推
薦
し
た
３
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

第
29
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催

　
Ｐ
Ｃ
に
関
す
る
最
新
技
術
等
の
講
演
会

を
行
う
「
第
29
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム（
主
催
：
Ｐ
Ｃ
工
学
会
、
後
援
：
Ｐ
Ｃ
建

協
）」が
令
和
２
年
10
月
29
日
と
30
日
に
開

催
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
11
月
４

日
ま
で
視
聴
可
能
な
オ
ン
デ
マ
ン
ド
動
画

方
式
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
う
ち
Ｐ

Ｃ
建
協
は
「
既
設
Ｐ
Ｃ
橋
に
お
け
る
復
元

図
の
作
成
精
度
に
関
す
る
検
討
」
と
題
し
、

調
査
・
点
検
・
診
断
分
野
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
お
い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

現
場
見
学
会
開
催

　
Ｐ
Ｃ
建
協
支
部
が
主
催
す
る
現
場
見
学

会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｃ
技
術
に
関
す
る
講
習
会
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
中
部
支
部
）

　

令
和
２
年
10
月
９
日
に
静
岡
県
小
山
町

の
新
東
名
柳
島
高
架
橋
の
工
事
現
場
で
中

部
地
方
整
備
局
浜
松
河
川
国
道
事
務
所
の

職
員
４
人
と
東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の

社
員
５
人
を
対
象
に
現
場
見
学
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

本
橋
は
橋
長
上
り
線
６
２
９
・
５
ｍ
Ｐ

Ｃ
６
径
間
、下
り
線
６
６
３
・
０
ｍ
Ｐ
Ｃ
７

径
間
、
有
効
幅
員
９
・
76
ｍ
の
連
続
波
形

鋼
板
ウ
ェ
ブ
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
（
片
持
架
設
。

大
口
径
深
礎
お
よ
び
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
ケ
ー

ソ
ン
基
礎
／
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱
）
で
す
。

当
日
は
事
業
概
要
や
施
工
工
程
な
ど
の
説

明
後
に
工
事
現
場
へ
案
内
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
状
況
な
ど
を
含

め
て
見
学
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

　
令
和
２
年
11
月
４
日
に
徳
島
県
徳
島
市

の
四
国
横
断
自
動
車
道
吉
野
川
大
橋
の
工
事

現
場
で
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
の
学
生
26

人
を
対
象
に
現
場
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
橋
は
橋
長
１
６
９
６
・
５
ｍ
、
有
効

幅
員
９
・
27
ｍ
、
最
大
支
間
１
３
０
ｍ
の

Ｐ
Ｃ
15
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
（
片

持
架
設
／
鹿
島
建
設
・
三
井
住
友
建
設
・

東
洋
建
設
Ｊ
Ｖ
）で
す
。

　

当
日
は
事
業
概
要
な
ど
の
説
明
後
に
工

事
現
場
を
見
学
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他

（
関
東
支
部
）

● 

９
月
29
日
（
茨
城
県
常
陸
太
田
市
・
国

道
２
９
３
号
仮
称
第
３
号
橋
）　

茨
城

県
職
員
22
人

● 

10
月
14
日
（
栃
木
県
真
岡
市
・
㈱
富
士

ピ
ー
・
エ
ス
関
東
工
場
）　

栃
木
県
職

員
14
人

（
四
国
支
部
）

● 

11
月
27
日
（
愛
媛
県
松
山
市
・
国
道
56

号
松
山
外
環
状
道
路
空
港
線
余
戸
南
第

３
高
架
橋
）　

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

協
会
な
ど
会
員
29
人

日
の
３
回
に
わ
た
っ
て
広
島
工
業
大
学
工

学
部
環
境
土
木
工
学
科
の
３
年
生
を
対
象

に「
Ｐ
Ｃ
橋
に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
義
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

各
回
と
も
約
50
人
が
出
席
し
、Ｐ
Ｃ
建

協
の
紹
介
、Ｐ
Ｃ
橋
の
施
工
、設
計
、維
持
・

保
全
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

講
義
は
同
大
学
に
お
け
る
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
対
応
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
企
画
し
ま
し

た
。特
に
三
密
回
避
と
い
っ
た
点
に
は
十

分
に
留
意
し
て
、
例
年
よ
り
講
義
の
開
催

回
数
を
増
や
し
て
開
講
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
７
月
以
降
に
実
施
さ
れ
た
Ｐ

Ｃ
技
術
専
門
家
の
派
遣
講
義
は
次
の
と
お

り
で
す
。

琉球大学工学部
佐賀大学理工学部
九州大学大学院工学研究院
宮崎大学工学部
九州工業大学大学院工学研究院
長崎大学工学部
鹿児島大学工学部
芝浦工業大学工学部
茨城大学工学部
苫小牧工業高等専門学校
東京大学工学部
東京理科大学理工学部
熊本大学工学部
木更津工業高等専門学校
関西大学環境都市工学部
室蘭工業大学
前橋工科大学工学部
山口大学工学部
石川工業高等専門学校
金沢大学理工学域
長岡工業高等専門学校

九州
九州
九州
九州
九州
九州
九州
関東
関東
北海道
関東
関東
九州
関東
関西
北海道
関東
中国
北陸
北陸
北陸

開催日 支部名 学校名

7月20日
7月28日・8月3日
8月5日
8月6日
8月17日
10月6日
10月13日
10月14日
10月16日・23日
10月22日・29日
10月23日
10月30日
11月16日
11月18日
11月20日
11月24日
11月25日
11月30日
12月2日
12月18日
12月23日
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建
設
技
術
展
示
会
に
出
展

　

最
新
の
土
木
建
設
技
術
を
展
示
す
る「
建

設
フ
ェ
ア
」が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
中
部
支
部
）

　

令
和
２
年
10
月
14
日
と
15
日
の
２
日
間
、

名
古
屋
市
千
種
区
の
吹
上
ホ
ー
ル
で
「
建

設
技
術
フ
ェ
ア
２
０
２
０
ｉ
ｎ
中
部
（
主

催
：
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
、
名

古
屋
国
際
見
本
市
委
員
会
、
後
援
：
Ｐ
Ｃ

建
協
他
）」
が
開
か
れ
ま
し
た
。今
回
の
コ

ン
セ
プ
ト
は
「『
あ
っ
た
ら
い
い
な
』
が
原

材
料　

み
ん
な
で
創
る
先
進
技
術
」で
、総

来
場
者
数
は
１
万
３
０
６
０
人
で
し
た
。

　

今
回
も
Ｐ
Ｃ
建
協
は
学
生
交
流
ひ
ろ
ば

に
出
展
し
ま
し
た
。２
日
間
で
計
１
６
２

人
の
学
生
が
来
訪
し
、Ｐ
Ｃ
技
術
の
最
新

動
向
、Ｐ
Ｃ
業
界
の
展
望
、会
社
で
の
仕
事

内
容
の
説
明
を
通
じ
て
、Ｐ
Ｃ
業
界
を
大

い
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

（
関
西
支
部
）

　

令
和
２
年
10
月
21
日
と
22
日
に
大
阪
市

中
央
区
の
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
で
「
建

設
技
術
展
２
０
２
０
近
畿
（
主
催
：
日
刊

建
設
工
業
新
聞
社
、
近
畿
建
設
協
会
、
共

催
：Ｐ
Ｃ
建
協
他
）」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
開
催
20
周
年
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
を
目
的
に
一
部
縮
小
し
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
２
日
間
と
も
盛
況
で
、

Ｐ
Ｃ
建
協
の
ブ
ー
ス
に
は
発
注
関
係
者
な

ど
多
く
来
訪
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲ PC橋の施工技術研究会の様子

▲ PC建協コーナーの様子

▲ PC建協ブースの様子

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
学
生
に
Ｐ
Ｃ
構
造
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
各
地

区
で
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

（
北
海
道
支
部
）

　
令
和
２
年
７
月
29
日
と
８
月
５
日
の
２
回

に
わ
た
っ
て
北
見
工
業
大
学
工
学
部
の
３
年

生
97
人
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。例
年
は
１
８
０
分
の
集
中
講
義

形
式
で
す
が
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

内
容
は
Ｐ
Ｃ
の
概
要
や
Ｐ
Ｃ
技
術
を
用

い
た
構
造
物
の
説
明
、
道
内
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
橋
の
紹
介
な
ど
で
し
た
。

（
中
国
支
部
）

　

令
和
２
年
10
月
30
日
、 

11
月
６
日
、
13

各
地
で
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
開
催

　

Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
東
北
支
部
）

　

令
和
２
年
10
月
16
日
に
宮
城
県
仙
台
市

の
東
北
大
学
青
葉
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
青
葉
記

念
会
館
で
行
わ
れ
た
「
第
４
回
イ
ン
フ
ラ
維

持
管
理
・
強
靱
化
セ
ミ
ナ
ー
（
主
催
：
東

北
建
設
業
協
会
連
合
会
）」に
お
い
て
、連
合

会
会
員
企
業
の
16
人
に
対
し
て「
Ｐ
Ｃ
構
造

物
の
特
徴
と
技
術
上
の
留
意
点
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

（
関
東
支
部
）

　

令
和
２
年
８
月
25
日
に
山
梨
県
、
９
月

５
日
に
長
野
県
を
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
に
よ
る
技
術
講
習
会
を
実
施
し
ま
し

た
。こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
講
習
会
は
通
常
形
式
の

教
室
で
の
座
学
と
同
様
、Ｐ
Ｃ
橋
の
基
本
・

概
要
、設
計
照
査
、施
工
管
理
、維
持
管
理

（
補
修
補
強
の
留
意
点
）
を
軸
と
し
た
内
容

の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

（
北
陸
支
部
）

　

令
和
２
年
11
月
に
「
わ
か
り
や
す
い
Ｐ

Ｃ
橋
の
施
工
技
術
研
究
会
（
主
催
：
Ｐ
Ｃ

建
協
）」
を
北
陸
の
２
会
場
で
開
催
し
ま

し
た
。
19
日
に
新
潟
県
新
潟
市
の
新
潟
県

開催日 支部名 講習会名 主催

8月27日

9月4・11・18・24日

9月23日

10月1日

10月20日

10月23日

10月30日

11月9日

11月13日

関西

関西

関西

関東

中部

北陸

九州 設計技術者のためのリカレント教育講座

インフラメンテナンス講習会

日本橋梁建設協会、建設コンサルタンツ協会、PC建協

技術職員向け技術講習会

橋梁技術研修会

和歌山県

北陸地方整備局

四国

技術職員研修会

滋賀県

山形県東北

三協会講習会

技術職員研修会

技術講習会

技術講習会

建設コンサルタンツ協会

中部地方整備局愛知国道事務所

奈良県

埼玉県

自
治
会
館
で
行
っ
た
新
潟
会
場
に
は
北
陸

地
方
整
備
局
や
地
方
自
治
体
職
員
な
ど
32

人
、
26
日
の
富
山
県
富
山
市
の
富
山
県
民

会
館
で
の
富
山
会
場
に
は
10
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

研
究
会
で
は
Ｐ
Ｃ
の
基
本
と
特
長
（
優

位
性
）、Ｐ
Ｃ
橋
の
分
類
と
架
設
工
法
、
施

工
時
の
工
程
管
理
手
法
、
生
産
性
と
品
質

の
向
上
に
向
け
た
工
夫
、
維
持
管
理
や
安

全
管
理
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
写
真

や
図
を
交
え
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

し
た
。

　

令
和
２
年
８
月
以
降
に
実
施
さ
れ
た
Ｐ

（
九
州
支
部
）

　

令
和
２
年
10
月
20
日
と
21
日
の
２
日

間
、
福
岡
市
博
多
区
の
福
岡
国
際
会
議
場

で
「
九
州
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム　

２
０

２
０
（
主
催
：
九
州
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ

ム
実
行
委
員
会
（
Ｐ
Ｃ
建
協
他
で
構
成
）」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
技
術

相
談
コ
ー
ナ
ー
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
ブ
ー
ス
展
示
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
、
パ
ネ
ル
展
示
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
は
実
施
さ
れ
ま
し
た
。Ｐ
Ｃ
建
協
ブ
ー

ス
で
は
Ｐ
Ｃ
橋
の
組
立
模
型
な
ど
も
展
示

し
、
来
場
者
に
Ｐ
Ｃ
の
特
長
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
し
た
。

Ｃ
技
術
に
関
す
る
講
習
会
は
次
の
と
お
り

で
す
。

日
の
３
回
に
わ
た
っ
て
広
島
工
業
大
学
工

学
部
環
境
土
木
工
学
科
の
３
年
生
を
対
象

に「
Ｐ
Ｃ
橋
に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
義
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

各
回
と
も
約
50
人
が
出
席
し
、Ｐ
Ｃ
建

協
の
紹
介
、Ｐ
Ｃ
橋
の
施
工
、設
計
、維
持
・

保
全
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

講
義
は
同
大
学
に
お
け
る
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
対
応
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
企
画
し
ま
し

た
。特
に
三
密
回
避
と
い
っ
た
点
に
は
十

分
に
留
意
し
て
、
例
年
よ
り
講
義
の
開
催

回
数
を
増
や
し
て
開
講
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
７
月
以
降
に
実
施
さ
れ
た
Ｐ

Ｃ
技
術
専
門
家
の
派
遣
講
義
は
次
の
と
お

り
で
す
。
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建
設
技
術
展
示
会
に
出
展

　

最
新
の
土
木
建
設
技
術
を
展
示
す
る「
建

設
フ
ェ
ア
」が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
中
部
支
部
）

　

令
和
２
年
10
月
14
日
と
15
日
の
２
日
間
、

名
古
屋
市
千
種
区
の
吹
上
ホ
ー
ル
で
「
建

設
技
術
フ
ェ
ア
２
０
２
０
ｉ
ｎ
中
部
（
主

催
：
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
、
名

古
屋
国
際
見
本
市
委
員
会
、
後
援
：
Ｐ
Ｃ

建
協
他
）」
が
開
か
れ
ま
し
た
。今
回
の
コ

ン
セ
プ
ト
は
「『
あ
っ
た
ら
い
い
な
』
が
原

材
料　

み
ん
な
で
創
る
先
進
技
術
」で
、総

来
場
者
数
は
１
万
３
０
６
０
人
で
し
た
。

　

今
回
も
Ｐ
Ｃ
建
協
は
学
生
交
流
ひ
ろ
ば

に
出
展
し
ま
し
た
。２
日
間
で
計
１
６
２

人
の
学
生
が
来
訪
し
、Ｐ
Ｃ
技
術
の
最
新

動
向
、Ｐ
Ｃ
業
界
の
展
望
、会
社
で
の
仕
事

内
容
の
説
明
を
通
じ
て
、Ｐ
Ｃ
業
界
を
大

い
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

（
関
西
支
部
）

　

令
和
２
年
10
月
21
日
と
22
日
に
大
阪
市

中
央
区
の
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
で
「
建

設
技
術
展
２
０
２
０
近
畿
（
主
催
：
日
刊

建
設
工
業
新
聞
社
、
近
畿
建
設
協
会
、
共

催
：Ｐ
Ｃ
建
協
他
）」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
開
催
20
周
年
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
を
目
的
に
一
部
縮
小
し
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
２
日
間
と
も
盛
況
で
、

Ｐ
Ｃ
建
協
の
ブ
ー
ス
に
は
発
注
関
係
者
な

ど
多
く
来
訪
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲ 津軽令和大橋での開通セレモニー

▲ PC建協ブースの様子

▲ 改訂したJIS設計製造便覧

「
橋
梁
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」を

Ｈ
Ｐ
に
一
般
公
開

　

Ｐ
Ｃ
建
協
は
会
員
各
社
が
施
工
し
た
Ｐ

Ｃ
橋
に
関
す
る
、所
在
地
、竣
工
年
、構
造

形
式
、
架
設
工
法
な
ど
の
基
本
デ
ー
タ
を

集
約
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
令
和
２
年
９

月
30
日
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
一
般
公

開
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
予
防
保
全
や
外
部
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
な
ど
協
会
活
動
に
限
定
し
て

活
用
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
会

員
企
業
に
留
ま
ら
ず
、
広
く
一
般
の
方
々

に
も
公
開
し
、Ｐ
Ｃ
橋
の
調
査
・
計
画
・

設
計
・
維
持
管
理
な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ

て
幅
広
く
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見

や
情
報
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
定
期
的
に 

デ
ー
タ
更
新
を
行
っ
て
い
き
、
よ
り
良
い

も
の
へ
改
善
し
て
い
く
予
定
で
す
。

全
国
か
ら
開
通
情
報

（
東
北
支
部
）

青
森
県
道
五
所
川
原
車
力
線
（
中
泊
町
〜

つ
が
る
市
）、開
通

　

令
和
２
年
10
月
20
日
に
青
森
県
つ
が
る

市
の
県
道
五
所
川
原
車
力
線
（
総
延
長
５

５
０
０
ｍ
）が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。今
回

の
開
通
で
津
軽
地
方
全
体
の
広
域
観
光
圏

の
形
成
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

関
係
者
な
ど
が
出
席
し
た
津
軽
令
和
大

橋
で
の
開
通
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
と
く
す
玉
割
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲ 橋梁管理データベース利用時は
　 ページ下部から「操作マニュア
　 ル」をダウンロードし、要点を
　　参照しながらご活用ください。

（
九
州
支
部
）

　

令
和
２
年
10
月
20
日
と
21
日
の
２
日

間
、
福
岡
市
博
多
区
の
福
岡
国
際
会
議
場

で
「
九
州
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム　

２
０

２
０
（
主
催
：
九
州
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ

ム
実
行
委
員
会
（
Ｐ
Ｃ
建
協
他
で
構
成
）」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
技
術

相
談
コ
ー
ナ
ー
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
ブ
ー
ス
展
示
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
、
パ
ネ
ル
展
示
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
は
実
施
さ
れ
ま
し
た
。Ｐ
Ｃ
建
協
ブ
ー

ス
で
は
Ｐ
Ｃ
橋
の
組
立
模
型
な
ど
も
展
示

し
、
来
場
者
に
Ｐ
Ｃ
の
特
長
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｓ 

設
計
・
製
造
便
覧
を
改
訂

　

平
成
29
年
道
路
橋
示
方
書
に
対
応
し
た

「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
道
路
橋
用
Ｐ
Ｃ
橋
桁
設

計
・
製
造
便
覧
」（
改
訂
版
）
を
こ
の
ほ
ど

発
行
し
ま
し
た
。

　

本
書「
設
計
・
製
造
便
覧
」は
、
昭
和
47

年
の
発
刊
以
来
、
日
本
産
業
規
格
（
Ｊ
Ｉ

Ｓ
）の
改
正
の
都
度
、今
日
ま
で
改
訂
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
訂
は
、
平
成
29
年
11
月
の
道

路
橋
示
方
書
の
大
幅
改
定
に
伴
う
も
の
で

す
。具
体
的
に
は
「
許
容
応
力
度
法
」
か
ら

移
行
し
て「
部
分
係
数
設
計
法
」と
な
っ
た

た
め
、
本
書
も
新
し
い
道
路
橋
示
方
書
に

準
拠
し
ま
し
た
。設
計
体
系
が
変
わ
っ
た

た
め
、
荷
重
の
組
合
せ
方
法
や
照
査
の
方

法
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
主
桁

断
面
形
状
と
Ｐ
Ｃ
鋼
材
配
置
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
配
置
で
照
査
を
満
足
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。ス
ラ
ブ
橋
の

頂
版
鉄
筋
と
け
た
橋
の
ウ
ェ
ブ
鉄
筋
に
つ

い
て
は
鉄
筋
量
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、鉄
筋
配
置
を
変
更
し
ま
し
た
。

三
陸
沿
岸
道
路　
歌
津
本
吉
道
路
（
小
泉

海
岸
Ｉ
Ｃ
〜
本
吉
津
谷
Ｉ
Ｃ
）、開
通

　

令
和
２
年
11
月
21
日
に
宮
城
県
南
三
陸

町
と
気
仙
沼
市
を
結
ぶ
三
陸
沿
岸
道
の
歌

津
本
吉
道
路
小
泉
海
岸
Ｉ
Ｃ
〜
本
吉
津
谷

Ｉ
Ｃ
間（
延
長
約
２
・
０
㎞
）が
開
通
し
ま

し
た
。こ
の
開
通
で
仙
台
市
と
気
仙
沼
市

間
の
所
要
時
間
が
約
50
分
短
縮
の
２
時
間

で
結
ば
れ
ま
し
た
。小
泉
海
岸
Ｉ
Ｃ
付
近

で
の
開
通
式
に
は
地
域
住
民
や
自
治
体
関

係
者
な
ど
約
60
人
が
参
加
し
、
今
回
の
開

通
を
祝
い
ま
し
た
。

（
関
西
支
部
）

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道　
日
高
豊
岡
南
道

路
（
但
馬
空
港
Ｉ
Ｃ
〜
日
高
神
鍋
高
原
Ｉ

Ｃ
）、開
通

　

令
和
２
年
11
月
１
日
に
北
近
畿
豊
岡
自

動
車
道
の
日
高
豊
岡
南
道
路　

但
馬
空
港

Ｉ
Ｃ
〜
日
高
神
鍋
高
原
Ｉ
Ｃ（
延
長
６
・

１
㎞
）が
開
通
し
ま
し
た
。こ
の
開
通
に
よ

り
、
大
阪
〜
城
崎
温
泉
間
の
所
要
時
間
が

短
縮
さ
れ
、
観
光
振
興
や
災
害
時
の
交
通

確
保
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

但
馬
空
港
Ｉ
Ｃ
付
近
の
上
佐
野
ト
ン
ネ

ル
内
で
の
開
通
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
自
治
体

関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

と
く
す
玉
割
り
の
後
、
通
り
初
め
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

（
九
州
支
部
）

国
道
57
号
北
側
復
旧
ル
ー
ト
（
阿
蘇
西
Ｉ

Ｃ
〜
大
津
Ｉ
Ｃ
）お
よ
び
現
道
部
、開
通

　

令
和
２
年
10
月
３
日
に
熊
本
県
阿
蘇
市

の
国
道
57
号
北
側
復
旧
ル
ー
ト
（
延
長
約

13
㎞
）と
現
道
部（
延
長
約
２
・
０
㎞
）が

開
通
し
ま
し
た
。こ
の
開
通
で
阿
蘇
山
の

外
輪
山
経
由
に
よ
る
熊
本
市
〜
阿
蘇
市
間

の
所
要
時
間
が
30
分
以
上
短
縮
し
ま
し
た
。

　

こ
の
開
通
セ
レ
モ
ニ
ー
は
平
成
28
年
熊

本
地
震
に
よ
り
斜
面
崩
壊
し
た
阿
蘇
大
橋

地
区
の
斜
面
対
策
事
業
完
成
式
と
共
に
催

さ
れ
、
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
、く
す
玉
割
り
、記
念
碑
除
幕
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

甑
大
橋
、開
通

　

令
和
２
年
８
月
29
日
に
鹿
児
島
県
薩

摩
川
内
市
の
甑
島
列
島
に
架
か
る
甑
大

橋（
橋
長
１
５
３
３
ｍ
）が
開
通
し
ま
し
た
。

同
橋
は
県
道
３
５
１
号
鹿
島
上
甑
線
の

一
部
で
、
東
シ
ナ
海
の
下
甑
島
と
中
甑
島

を
結
び
ま
す
。こ
れ
ま
で
同
区
間
は
フ
ェ

リ
ー
な
ど
船
舶
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、架
橋
に
よ
り
往
来
が
自
由
に
な
り
、医

療
・
防
災
体
制
の
充
実
や
観
光
振
興
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

開
通
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
地
元
関
係
者
が

出
席
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た（
本
誌
16
ペ
ー
ジ『
明
日
を
築
く
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
風
景
』参
照
）。
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▲ 無田橋と阿蘇山

▲ 甑大橋の開通セレモニー

全
国
か
ら
開
通
情
報

（
東
北
支
部
）

青
森
県
道
五
所
川
原
車
力
線
（
中
泊
町
〜

つ
が
る
市
）、開
通

　

令
和
２
年
10
月
20
日
に
青
森
県
つ
が
る

市
の
県
道
五
所
川
原
車
力
線
（
総
延
長
５

５
０
０
ｍ
）が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。今
回

の
開
通
で
津
軽
地
方
全
体
の
広
域
観
光
圏

の
形
成
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

関
係
者
な
ど
が
出
席
し
た
津
軽
令
和
大

橋
で
の
開
通
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
と
く
す
玉
割
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
陸
沿
岸
道
路
　
歌
津
本
吉
道
路
（
小
泉

海
岸
Ｉ
Ｃ
〜
本
吉
津
谷
Ｉ
Ｃ
）、開
通

　

令
和
２
年
11
月
21
日
に
宮
城
県
南
三
陸

町
と
気
仙
沼
市
を
結
ぶ
三
陸
沿
岸
道
の
歌

津
本
吉
道
路
小
泉
海
岸
Ｉ
Ｃ
〜
本
吉
津
谷

Ｉ
Ｃ
間（
延
長
約
２
・
０
㎞
）が
開
通
し
ま

し
た
。こ
の
開
通
で
仙
台
市
と
気
仙
沼
市

間
の
所
要
時
間
が
約
50
分
短
縮
の
２
時
間

で
結
ば
れ
ま
し
た
。小
泉
海
岸
Ｉ
Ｃ
付
近

で
の
開
通
式
に
は
地
域
住
民
や
自
治
体
関

係
者
な
ど
約
60
人
が
参
加
し
、
今
回
の
開

通
を
祝
い
ま
し
た
。

（
関
西
支
部
）

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
　
日
高
豊
岡
南
道

路
（
但
馬
空
港
Ｉ
Ｃ
〜
日
高
神
鍋
高
原
Ｉ

Ｃ
）、開
通

　

令
和
２
年
11
月
１
日
に
北
近
畿
豊
岡
自

動
車
道
の
日
高
豊
岡
南
道
路　

但
馬
空
港

Ｉ
Ｃ
〜
日
高
神
鍋
高
原
Ｉ
Ｃ（
延
長
６
・

１
㎞
）が
開
通
し
ま
し
た
。こ
の
開
通
に
よ

り
、
大
阪
〜
城
崎
温
泉
間
の
所
要
時
間
が

短
縮
さ
れ
、
観
光
振
興
や
災
害
時
の
交
通

確
保
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

但
馬
空
港
Ｉ
Ｃ
付
近
の
上
佐
野
ト
ン
ネ

ル
内
で
の
開
通
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
自
治
体

関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

と
く
す
玉
割
り
の
後
、
通
り
初
め
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

（
九
州
支
部
）

国
道
57
号
北
側
復
旧
ル
ー
ト
（
阿
蘇
西
Ｉ

Ｃ
〜
大
津
Ｉ
Ｃ
）お
よ
び
現
道
部
、開
通

　

令
和
２
年
10
月
３
日
に
熊
本
県
阿
蘇
市

の
国
道
57
号
北
側
復
旧
ル
ー
ト
（
延
長
約

13
㎞
）と
現
道
部（
延
長
約
２
・
０
㎞
）が

開
通
し
ま
し
た
。こ
の
開
通
で
阿
蘇
山
の

外
輪
山
経
由
に
よ
る
熊
本
市
〜
阿
蘇
市
間

の
所
要
時
間
が
30
分
以
上
短
縮
し
ま
し
た
。

　

こ
の
開
通
セ
レ
モ
ニ
ー
は
平
成
28
年
熊

本
地
震
に
よ
り
斜
面
崩
壊
し
た
阿
蘇
大
橋

地
区
の
斜
面
対
策
事
業
完
成
式
と
共
に
催

さ
れ
、
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
、く
す
玉
割
り
、記
念
碑
除
幕
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

甑
大
橋
、開
通

　

令
和
２
年
８
月
29
日
に
鹿
児
島
県
薩

摩
川
内
市
の
甑
島
列
島
に
架
か
る
甑
大

橋（
橋
長
１
５
３
３
ｍ
）が
開
通
し
ま
し
た
。

同
橋
は
県
道
３
５
１
号
鹿
島
上
甑
線
の

一
部
で
、
東
シ
ナ
海
の
下
甑
島
と
中
甑
島

を
結
び
ま
す
。こ
れ
ま
で
同
区
間
は
フ
ェ

リ
ー
な
ど
船
舶
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、架
橋
に
よ
り
往
来
が
自
由
に
な
り
、医

療
・
防
災
体
制
の
充
実
や
観
光
振
興
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

開
通
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
地
元
関
係
者
が

出
席
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た（
本
誌
16
ペ
ー
ジ『
明
日
を
築
く
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
風
景
』参
照
）。

こ
し
き

編集後記

柳橋 則夫（編集委員長）、 髙松 正伸（副委員長）、　
吉山 誠之（副委員長）、 湯山 芳夫、 大信田 秀治、 鈴木 裕二、　
石井 一生、 竹本 伸一、  大塚 俊介、 松嶋 憲昭

編集委員会
荒畑 智志（幹事長）、 小谷 仁（副幹事長）、 瀬戸 裕一郎（副幹事長）、
小出 武、 久我 誠志、 沖 純子、 川上 裕佳、 栗川 修、 関口 豪賢、 大谷 圭介、
木下 拓三、 石榑 修、 岡本 修一、 直井 秀市、 小川 裕一郎、 岩﨑 麻美、 坂田 貴俊

編集幹事会

　当会の「令和２年度 業務報告会」にて、三井住友建設㈱ 執行役員副社長の春日昭夫様に「国内外におけるPC技術の現状と展望」と題してご講演いた
だきました。春日様は本年１月よりfibの会長に欧米豪以外では初めて就任されます。国内外の最先端の場でご活躍され、そのご経験から世界標準の目線
で見た日本の実情と展望をお話いただきました。皆さまのモチベーションにも響いたのではないでしょうか。またこの度、『PCアシスタント（2020年版）－プ
レストレストコンクリート技術者の必携書－』を発刊しましたのでご紹介させていただきました。PC構造物の計画・設計・施工から維持管理、積算も含め、こ
れらを実施する際の必須ポイントを集約した一冊となっております。日々の業務にお役立ていただければ幸いです。そして、2013年５月の創刊号から天気
予報士 松嶋憲昭氏にて連載してきました『お天気雑記帳』（※2015年１月号から本名称）は、今回が最終回となりました。気象と史実を絡めた独自視点の
解説を掲載し、ブレイクタイムとしてお楽しみいただけたものと思います。長らくのご愛読ありがとうございました。　　　　　　　　  　　　　　　（岩﨑）




